
1　事業の概要

①　成果目標（H25)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○平成23年度から着手している残り対策箇所１箇所の雪崩危険箇所の早期完成に努める。

Ｈ25

H26

目標

H24末

（実績）

目標 成果

達成状況

64.0%

64.0%

合計 342,455 795,783 515,628

26年度

592,534 681,060

当初予算 954,840

成果目標の達成状況

項目

雪崩対策施設の進捗

率

33.9% 39.1% 達成

達成25.0% 44.6% 44.6%

25.0%

2月補正による雪崩対

策施設の進捗率

事業番号 １１ ０３ ０６

事業改善シート （25年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名

雪寒対策道路費

雪寒対策道路費雪寒対策道路費

雪寒対策道路費

担

当

課

部局 建設部

２　暮らしを支える道路網の整備 実施期間 S31 ～

県が関与

する理由

目指す姿

現状

県でなければ実施不可（法令等義務）

県民との協働による実施： 困難

【左記の説明、根拠法令等】

道路法４２条、積雪寒冷特別地域における道路交通の確保に関する特別措置法

課・室 道路管理課

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail

michikanri@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

５－２　快適で暮らしやすいまちづくり

積雪・寒冷地域において、雪崩・凍雪害の危険性が高い箇所について、雪崩予防柵などの防雪施設や堆雪帯を設置し、冬季間の道路交

通を確保する。

○雪崩危険箇所について、全県で100箇所あるうち、平成24年度末で99箇所が完成。

○残り1箇所についても事業着手中であり、早期完成に努めていく。

○近年、防雪施設（スノーシェッド）の老朽化が懸念されている。

事業内容

（単位：千円）　

項目

実施方法

H25事業実績

H25

H26

（当初） （決算） （当初）

防雪・凍雪害対策の実施

直接

スノーシェッドの設置・堆雪帯の設置・無散水消雪施設

の新規・更新

342,455 795,783 515,628

概　算

人件費

9.65 11.04 8.12 9.96

-

1,012,904
1,071,950 795,783

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

引き続き、雪崩危険箇所の早期完成を目指し、事業を進めていく。

凍雪害対策として、堆雪帯設置についても、引き続き事業を進め、安全で快適な道路交通の確保を図る。

目標に対

する成果

の状況

計画どおりに事業が進捗している。

 概算事業費（B（A）+C）
1,012,904

1,071,950 795,783 844,880

- -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

0 0 0 0

区　　分（単位：千円） 23年度 24年度

673,872

-

合計（A)
1,605,438

844,880

55,270 56,297 23,773 29,353

補正予算 -69,205 486,605 101,520

Aの

財源

1,753,011
1,125,035

342,455 515,628

329,252

25年度

25年度25年度

25年度

518,000 651,000 431,000 310,000

1,032,168
1,045,714 670,262 505,527

予

算

額

前年度繰越 719,803


